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域
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特
養
）と
同
じ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。そ
ん
な
地
域
展

開
を
進
め
る
長
野
県
上
田
市
の
社
会
福
祉

法
人
の
実
践
を
紹
介
し
た
い
。

真
田
一
族
の

機
略
に
も
似
て

　

上
田
市
真
田
地
区
で「
恵
仁
福
祉
協
会
」

（
黒
澤
博
身
理
事
長
）は
1
9
9
3
年
、特
養

「
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
」を
開
設
し
た
。旧
・

真
田
町
の
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
に
ち
な
む
命

名
だ
っ
た
。

　

一
般
的
に
特
養
は
定
員
増
や
増
設
で
発

展
を
図
る
が
、こ
の
法
人
は
ま
っ
た
く
逆
の

歩
み
を
た
ど
っ
た
。

　

認
知
症
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
、近
隣

の
子
供
も
通
う
集
い
の
場「
宅
幼
老
所
」を

周
辺
に
作
り
始
め
た
。次
い
で「
サ
テ
ラ
イ

ト
型
特
養
ホ
ー
ム
」（
定
員
10
人
）、通
う
・
訪

ね
る
・
泊
ま
る
機
能
を
持
つ「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」な
ど
を
次
々
に
配
置
し
て

い
く
。

　

創
設
時
か
ら
地
域
展
開
を
主
導
し
た
宮

島
渡
・
総
合
施
設
長
は「
特
養
の
多
様
な
機

能
を
地
域
へ
分
散
し
た
」と
い
う
。「
終つ

い

の
棲

み
家
」の
特
養
は
、起
床
か
ら
就
寝
、食
事
か

ら
排
泄
、晩
年
の
暮
ら
し
か
ら
看
取
り
に
至

る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
持
つ
。そ

れ
ら
を「
モ
ジ
ュ
ー
ル（
機
能
単
位
）化
」し

て
、地
域
へ
持
ち
込
ん
だ
の
だ
。

　

人
口
約
1
・
2
万
人
の
真
田
地
区
は
20
年

余
で
確
か
に
変
身
し
た
。

　

J
R
上
田
駅
周
辺
か
ら
菅
平
高
原
方
向

へ
▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
4
カ
所
▼
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
4
カ
所
▼
宅
幼
老
所

5
カ
所
▼
小
規
模
特
養
2
カ
所
等
が
点
在

す
る
。居
住
施
設
は
必
ず
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

付
き
で
あ
る
。

　

本
部
の
特
養
は
定
員
わ
ず
か
30
人
、
む

し
ろ
在
宅
の
要
介
護
者
と
家
族
を
支
え
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
重
視
し
て
22
人
も
引

き
受
け
る
。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
師
を

地
域
へ
派
遣
す
る
拠
点
を
兼
ね
、訪
問
入
浴

や
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
こ
こ
か
ら
出
動
す
る
。

医
療
面
で
は
社
会
医
療
法
人「
恵
仁
会
」の

さ
な
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
。

　

旧
真
田
町
は
、乱
世
を
生
き
抜
い
た
真
田

一
族
発
祥
の
地
、徳
川
の
大
軍
を
わ
ず
か
な

兵
で
撃
退
し
た「
小
よ
く
大
を
制
す
る
」戦

略
に
も
似
て
興
味
深
い
。

地

町の全体を屋根のない
特養ホームへ

地域包括ケア
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理
念
を
生
か
す

知
恵
と
工
夫

　
「
大
畑
サ
テ
ラ
イ
ト
」（
小
規
模
特
養
）は

大
農
家
風
で
、食
堂
・
居
間
を
囲
む
個
室
に

10
人
が
暮
ら
す
。“
わ
が
家
”だ
か
ら
玄
関
を

設
け
、居
住
者
も
訪
問
者
も
当
然
な
が
ら
自

由
に
出
入
り
す
る（
写
真
）。職
員
に
加
え
近

隣
の
住
民
が
何
か
と
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

　

今
年
5
月
開
設
の「
新
田
の
家
」（
小
規
模

多
機
能
型
）は
総
工
費
約
6
0
0
0
万
円（
半

額
は
補
助
金
）、地
代
は
大
都
市
の
部
屋
代

程
度（
月
額
8
万
円
）。28
人
の
利
用
者
が
登

録
し
、女
性
ス
タ
ッ
フ
は「
通
う
、泊
ま
る
、

こ
ち
ら
か
ら
訪
ね
る
。ず
っ
と
お
世
話
が
で

き
て
、や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
木
の
肌
触
り

を
大
事
に
し
た
和
風
建
築
。規
定
の
１
ユ
ニ
ッ

ト
9
人
で
も
採
算
は
難
し
い
が
、ち
ょ
っ
と

大
き
な
家
族
並
み
の
6
人
単
位
に
抑
え
、利

用
料
は
食
費
込
み
10
万
円
で「
空
き
部
屋
が

ほ
ぼ
無
い
状
態
な
ら
採
算
ラ
イ
ン
」と
い
う
。

　

配
食
は
１
日
３
食
、年
中
無
休
で
あ
る
。

う
ち
２
食
分
は
市
の
補
助
が
あ
り
、所
得
に

よ
っ
て
3
0
0
円
～
4
0
0
円
。「
赤
字
だ

が
、配
達
の
業
者
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送

迎
や
清
掃
も
一
括
し
て
頼
み
、コ
ス
ト
を
抑

え
る
。食
事
は
必
ず
手
渡
し
で
、安
否
確
認

も
兼
ね
る
」。

　

事
業
全
体
で
赤
字
部
門
を
カ
バ
ー
す
る

の
は
、金
融
機
関
か
ら
転
職
の
宮
島
さ
ん
に

と
っ
て
、当
た
り
前
の
経
営
感
覚
な
の
だ
ろ

う
。地

域
包
括
の

1
万
分
の
1
モ
デ
ル

　

政
府
・
厚
労
省
が
進
め
る「
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
」は
、中
学
校
区
・
住
民
約
1
万
人
を

日
常
生
活
圏
域
に
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
支

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を

経
て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会

保
険
審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

え
合
い
で
あ
る
。

　

真
田
地
区
は
人
口
1
・
2
万
人
、介
護
保

険
か
ら
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
法
人

全
体
で
年
間
約
9
億
円
、職
員
約
2
5
0
人

（
半
数
は
非
常
勤
）。総
人
口
・
給
付
費
・
職
員

数
の
い
ず
れ
も
全
国
の
ほ
ぼ
1
万
分
の
１

に
あ
た
る
。

　

全
面
的
な
地
域
展
開
は
、保
険
料
と
公
費

で
集
め
た
貴
重
な
財
源
を
施
設
集
中
で
は

な
く
、地
域
へ
万
遍
な
く
還
元
す
る
試
み
だ
。

「
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
特
養
に
閉
じ
込
め
な

い
。た
と
え
ば
特
養
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
看
護
師
を
事
業

所
ご
と
に
貼
り
付
け
る
よ
り
、地
域
全
体
で

活
躍
し
て
も
ら
う
方
が
は
る
か
に
有
効
・
効

率
的
」と
、宮
島
さ
ん
は
明
解
だ
っ
た
。

　

自
立
段
階
か
ら
最
重
度
の
要
介
護
５
ま

で
24
時
間
3
6
5
日
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
、住
ま
い
と
医
療
の
手
当
、住
民
を
受
け

手
か
ら
担
い
手
へ
。そ
ん
な
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
目
指
す
べ
き“
1
万
分
の
１
モ
デ
ル
”

の
１
つ
が
確
実
に
整
い
つ
つ
あ
る
。

小規模特養「大畑サテライト」は各戸とも玄関付き


